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議事日程 

 

第１ 報告第３号 専決処分の報告（川棚町子ども・子育て会議条例の一部を

改正する条例） 

第２ 報告第４号 専決処分の報告（損害賠償の額を定める件） 

第３ 報告第５号 令和３年度川棚町一般会計予算の繰越明許費繰越計算書 

第４ 報告第６号 令和３年度川棚町観光施設事業特別会計予算の繰越明許費

繰越計算書 

第５ 報告第７号 令和３年度川棚町下水道事業会計予算の繰越計算書 

第６ 報告第８号 川棚町債権管理条例に基づく債権放棄の件 

第７ 議案第 28 号 令和４年度川棚町一般会計補正予算（第１回） 

第８ 議案第 29 号 令和４年度川棚町観光施設事業特別会計補正予算（第１回）  

第９ 議案第 30 号 川棚町議会議員及び川棚町長の選挙における選挙運動の公

費負担に関する条例の一部を改正する条例 

第 10 議案第 31 号 川棚町大崎自然公園設置条例の一部を改正する条例 

第 11 発委第１号 川棚町議会委員会条例の一部を改正する条例 議会運営委員長 

第 12 総務厚生委員会調査報告 総務厚生委員長報告 

第 13 議会運営委員会調査中間報告 議会運営委員長報告 

第 14 閉会中の継続調査の件 総 務 厚 生 委 員 長 

第 15 議員派遣の件  
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（１０：００） 

議 長 ご起立願います。おはようございます。着席ください。  

ただいまの出席議員は１４名です。定足数に達しておりますので、これか

ら本日の会議を開きます。 

（１０：００） 

 

日程第１ 報告第３号 

 

議 長 まず、日程第１、報告第３号「専決処分の報告（川棚町子ど

も・子育て会議条例の一部を改正する条例）」を議題といたします。本件に

ついての説明を求めます。町長。 

町 長 皆様、おはようございます。報告第３号「専決処分の報告

（川棚町子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例）」について提案理

由をご説明いたします。 

町長の専決処分の指定に関する条例第２条第６号に、町長において専決処

分にすることができる事項として、「既設条例の趣旨に変更を及ぼさない程

度において、引用法令の改廃に伴う当該法令の題名、条項若しくは用語に係

る規定の改正又は字句の修正をすること。」と規定されております。このた

び、川棚町子ども・子育て会議条例において、これに該当するものがあり、

当該条例の一部改正を行い、令和４年５月１６日付けで専決処分を行いまし

たので、地方自治法第１８０条第２項の規定により議会に報告をするもので

あります。 

なお、改正の内容につきましては、健康推進課長から説明をいたしますの

で、よろしくお願いいたします。 

議 長 健康推進課長。 

健康推進課長 それでは、川棚町子ども・子育て会議条例の一部を改正する

条例を改正いたしました内容についてご説明をいたします。新旧対照表をご

覧ください。 

令和４年３月２２日に施行された川棚町組織規則の改正によりまして、川

棚町子ども・子育て会議の所管が健康推進課となりました。これに併せまし

て、第７条に規定する庶務担当課を健康推進課に改めたものであります。  
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それでは、改正条例の附則をご覧ください。附則にありますように、「こ

の条例は、公布の日から施行する。」としております。公布の日は専決処分

の日と同日の令和４年５月１６日であります。以上で説明を終わります。 

議    長 これから質疑を行います。ありませんか。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わり、報告済みといたしま

す。 

（１０：０３） 

 

日程第２ 報告第４号 

 

議 長 次に、日程第２、報告第４号「専決処分の報告（損害賠償の

額を定める件）」を議題といたします。本件についての説明を求めます。町

長。 

町 長 報告第４号「専決処分の報告（損害賠償の額を定める件）」

について、報告をさせていただきます。 

今年の３月１５日、川棚町下組郷の町道において、会計年度任用職員が公

用車の運転を誤り、住宅地のフェンスに接触し、損害を与えたものでありま

す。被害を受けられた方に対しましては、ご迷惑をお掛けし、心からお詫び

を申し上げます。 

その後、損害を受けられたフェンスの所有者と損害賠償額について、協議

が成立いたしましたので、地方自治法第１８０条第１項及び町長の専決処分

の指定に関する条例第２条第１項の規定により、損害賠償の額を定めること

について、専決処分を行ったところであります。そこで、地方自治法第１８

０条第２項の規定に基づき報告をするものであります。 

なお、詳細につきましては、住民福祉課長から説明をいたしますので、よ

ろしくお願いいたします。 

議 長 住民福祉課長。 

住民福祉課長 はい。それでは、内容について説明いたします。報告第４号
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の２枚目をお開きください。 

具体的には、この専決処分のとおりでございますので、読み上げて報告と

させていただきます。ご了承をお願いします。 

専決第１０号。専決処分書。 

地方自治法第１８０条第１項及び町長の専決処分の指定に関する条例第２

条第１号の規定により損害賠償の額を次のとおり専決処分する。  

令和４年４月１１日専決。川棚町長 山口文夫。 

損害賠償の額を定めることについて。 

川棚町下組郷１９１１番地２沿い町道で発生した、本町職員が運転する公

用車による自動車事故について、下記のとおり損害賠償の額を決定する。 

１．事故発生日時 令和４年３月１５日（火） 午後２時４５分頃。 

２．事故発生場所 川棚町下組郷１９１１番地２沿い町道。 

３．損害賠償の相手方 川棚町下組郷の住民であります。 

４．事故の概要 令和４年３月１５日（火）午後２時４５分頃、川棚町下

組郷１９１１番地２沿い町道において、本町所有の公用車を住民福祉課会計

年度任用職員が不法投棄パトロールで運転中、左折しようとした際にタイミ

ングを誤り住民自宅敷地内の外周フェンスに接触し、破損したものでありま

す。 

５．損害賠償額 ５万２，８００円。 

以上のとおり報告とさせていただきます。以上で、専決処分の報告につい

て終わらせていただきます。 

議    長 これから質疑を行います。炭谷議員。 

１ １ 番 炭 谷 １１番、炭谷です。この５万２，８００円については、賠償

については相応と思いますけども、そうした事故のときに、原価といいます

か、物損に対する補償額なのか、事故を起こしたということについては迷惑

的なものかというとをちょっと、その意味、迷惑料的なものも勘案しての金

額なのか、現実の物損なのかということを聞きたいと思います。  

議 長 住民福祉課長。 

住民福祉課長 はい。この損害賠償額の５万２，８００円につきましては、

フェンスの修理代ということであります。 

議    長 よろしいですか。 
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１ １ 番 炭 谷 大変迷惑掛けたというふうな面の金額というのは含まれてい

ないということですね。いいです。わかりました。 

議    長 ほかに質疑はありませんか。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わり、報告済みといたしま

す。 

（１０：１１） 

 

日程第３ 報告第５号 

 

議 長 次に、日程第３、報告第５号「令和３年度川棚町一般会計予

算の繰越明許費繰越計算書」を議題といたします。本件についての説明を求

めます。町長。 

町 長 報告第５号「令和３年度川棚町一般会計予算の繰越明許費繰

越計算書」についてご報告いたします。 

令和３年度川棚町一般会計補正予算（第１５回）におきまして、地方自治

法第２１３条第１項の規定に基づき繰越明許費を定め、翌年度に使用するこ

とができる経費として、ご承認をいただいたところであります。このたび、

令和３年度の出納閉鎖を迎え、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定に

基づき繰越明許費繰越計算書を調整いたしましたので、その内容について議

会に報告するものであります。 

詳細につきましては、企画財政課長から説明をいたしますので、よろしく

お願いいたします。 

議 長 企画財政課長。 

企画財政課長 私の方から内容についてご説明いたします。１枚めくってい

ただいて、繰越計算書をご覧ください。表の左から順に、繰り越した額の

予算の款、項、事業名、金額、翌年度繰越額、その財源内容について掲げ

ております。金額の欄は予算の額で、翌年度繰越額は、実際に繰り越した

額であります。 
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続きまして、令和４年度に繰り越した事業が２３事業ございますので、そ

の内容についてご説明いたします。 

まず、社会保障・税番号制度システム管理費でありますが、翌年度繰越額

は２７０万６，０００円でありまして、マイナンバーカードを活用したオン

ライン申請に対応するためのシステム改修費を繰り越したものであります。 

次の住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金事業費３，７１７万８，

０００円につきましては、住民税非課税世帯等への臨時給付金の支給に要す

る経費を繰り越したものであります。 

次の子育て世帯への臨時特別給付金支給事業費１５０万５，０００円につ

きましては、子育て世帯等への臨時給付金の支給に要する経費を繰り越した

ものであります。 

次の新型コロナウイルス感染症対策予防接種事業費１，３０２万円につき

ましては、新型コロナウイルスワクチン接種に係る委託料等に要する経費を

繰り越したものであります。 

次の農地管理費７９０万２，０００円につきましては、県営事業の農地海

岸保全事業の繰越しに伴い、本町の負担金を繰り越したものであります。 

次の農道新設改良事業費３，８３０万円につきましては、県営事業の基幹

農道整備事業の繰越しに伴い、本町の負担金を繰り越したものです。 

次の道水路維持補修費６９０万円につきましては、基幹農道流末水路整備

事業に要する経費を繰り越したものであります。 

次の農村地域防災減災事業費２００万円につきましては、ため池劣化状況

評価に要する経費を繰り越したものであります。 

次の漁港維持補修費３００万円につきましては、川棚西部漁港三越地区船

揚場改修工事に要する経費を繰り越したものであります。 

次の新型コロナウイルス感染拡大防止営業時間短縮協力金（第５期）事業

費１，２０２万円につきましては、県の営業時短要請に応じた事業者への協

力金等に要する経費を繰り越したものであります。 

次の道路新設改良費３００万円につきましては、良善寺線用地測量業務等

に要する経費を繰り越したものであります。 

次の社会資本整備総合交付金事業費（新設改良）１億１，５００万円につ

きましては、上組西部線整備に要する経費を繰り越したものであります。  
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次の地方創生道整備推進交付金事業費１，９８４万５，０００円につきま

しては、馬場線道路改良工事に要する経費を繰り越したものであります。  

次の社会資本整備総合交付金事業費（橋梁）１，０５０万円につきまして

は、野口橋橋梁補修工事に要する経費を繰り越したものであります。  

次の港湾建設費３３４万８，０００円につきましては、県事業であります

川棚港防災・安全環境整備工事の繰越しに伴い、町の負担金を繰り越すもの

であります。 

次の川棚小学校保健特別対策事業費から川棚中学校保健特別対策事業費に

つきましては、小中学校のコロナ感染対策を強化するための保健衛生用品等

の購入に要する経費を繰り越したものであります。 

次の文化財保護費４５１万円につきましては、片島魚雷発射試験場跡文化

財登録範囲確認調査業務委託に要する経費を繰り越したものであります。  

次の災害復旧費（農地農業施設）１億１，６４０万円につきましては、農

地農業施設災害復旧工事４３件に要する経費を繰り越したものであります。 

次の災害復旧費（林業施設）２，９１７万９，０００円につきましては、

林業施設災害復旧工事３件に要する経費を繰り越したものであります。 

次の災害復旧費（公共土木施設）１億５，２４６万５，０００円につきま

しては、令和３年８月豪雨による被災箇所の復旧工事に要する経費を繰り越

したものであります。 

以上、２３件ありまして、先日ご承認いただきました令和３年度川棚町一

般会計補正予算（第１５回）の第２表繰越明許費において掲げた金額と同額

の、総額５億８，３４６万６，０００円を翌年度に繰り越したものでござい

ます。以上で説明を終わります。 

議    長 これから質疑を行います。ありませんか。炭谷議員。 

１ １ 番 炭 谷 １１番、炭谷です。災害復旧工事がかなりの額で、残金で繰

越しというふうな形になっているようでございますが、ということは多分執

行をできなかったというふうなことだろうと思いますが、そういった中で、

災害は早く直してほしいというのがそもそも町民の願いと思いますけど、そ

ういった中で、執行できなかったというのが何かあれば聞きたいと思います

けど。 

議 長 炭谷議員。 
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１ １ 番 炭 谷 私は建設課関係って、昨日は産業振興課でしたので、建設課

関係にもということでだぶっとったかなということでちょっと思いましたの

で、そういう見解で両方があったのであれば別に気にしません。  

議 長 その議案は昨日可決しておりますので、それと今回の繰越明

許費計算書はちょっと判断の材料が違うかと思いますが。この繰越計算書に

ついての説明を今受けたわけですね。で、昨日内容の質疑答弁は昨日あった

わけですよね。それを繰り返すのは意味ないんじゃないでしょうか。ほかに

質疑はありませんか。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わり、報告済みといたしま

す。 

（１０：１９） 

 

日程第４ 報告第６号 

 

議 長 次に、日程第４、報告第６号「令和３年度川棚町観光施設事

業特別会計予算の繰越明許費繰越計算書」を議題といたします。本件につい

ての説明を求めます。町長。 

町 長 報告第６号「令和３年度川棚町観光施設事業特別会計予算の

繰越明許費繰越計算書」について、ご報告いたします。 

令和３年度川棚町観光施設事業特別会計補正予算（第３回）におきまし

て、地方自治法第２１３条第１項の規定に基づき繰越明許費を定め、翌年度

に使用することができる経費として、ご承認をいただいたところでありま

す。 

このたび、令和３年度の出納閉鎖を迎え、地方自治法施行令第１４６条第

２項の規定に基づき、繰越明許費繰越計算書を調整いたしましたので、その

内容について、議会に報告をするものであります。 

詳細につきましては、産業振興課長から説明をいたしますので、よろしく

お願いいたします。 
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議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 はい。それでは、内容についてご説明をいたします。２枚目

の繰越計算書をご覧ください。 

表の左から順に、繰り越した予算の款、項、事業名、金額、翌年度繰越

額、その財源内容について掲げております。金額の欄は予算額で、翌年度繰

越額は実際に繰越しした額であります。令和４年度に繰り越した事業が２事

業ございますので、その内容をご説明をいたします。 

まず、大崎温泉改良費でありますが、翌年度繰越額は２９７万円でありま

す。大崎温泉改良費につきましては、しおさいの湯東側デッキの転落防止柵

の更新工事でありますが、経年による腐食、強度不足であるために転落事故

等の危険性があることから、実施をするものであります。更新工事に要する

経費を繰り越したものであります。 

次に、国民宿舎改良費でありますが、翌年度繰越額は２４７万５，０００

円であります。国民宿舎改良費につきましては、くじゃく荘の客室カーペッ

トの更新工事であります。これも経年によるカーペットの消耗、劣化が進ん

でいることから、令和２年度から年次で実施しているものであり、更新工事

に要する経費を繰り越したものであります。 

今回、この２事業の繰越しにつきましては、コロナ禍において資材等の入

荷に期間を要したことが主な理由となっております。以上、説明を終わりま

す。 

議    長 これから質疑を行います。よろしいですか。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わり、報告済みといたしま

す。 

（１０：２３） 

 

日程第５ 報告第７号 

 

議 長 次に、日程第５、報告第７号「令和３年度川棚町下水道事業
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会計予算の繰越計算書」を議題といたします。本件についての説明を求めま

す。町長。 

町 長 報告第７号「令和３年度川棚町下水道事業会計予算の繰越計

算書」について、ご報告をいたします。 

令和３年度川棚町下水道事業会計予算の繰越しにつきまして、地方公営企

業法第２６条の規定に基づき、当該年度内に支払い義務が生じなかった額に

つきまして、繰越計算書が作成され、川棚町下水道事業者から報告を受けて

おりますので、地方公営企業法第２６条第３項の規定により、その内容につ

いて議会に報告するものであります。 

なお、詳細につきましては、水道課長から説明いたしますので、よろしく

お願いいたします。 

議 長 水道課長。 

水 道 課 長 はい。それでは、内容についてご説明いたします。２枚目の

令和３年度川棚町下水道事業会計予算繰越計算書をご覧ください。 

まず表の名称として、上段に「地方公営企業法第２６条第１項の規定によ

る建設改良費の繰越額」、下段に「地方公営企業法第２６条第２項ただし書

きの規定による事故繰越額」としております。地方公営企業法第２６条に予

算の繰越しについての条文があり、第１項では通常の繰越し、第２項ではた

だし書により事故による繰越しについて定められているところであります。 

今回の繰越しにつきましては、第１項の規定及び第２項のただし書の規定

に基づき行うものでありまして、まず第１項の規定では、１款資本的支出、

１項建設改良費に関するものを記載しております。事業名は下水道ストック

マネジメント計画策定・浸水シミュレーション業務で、予算計上額２，００

０万円に対しまして、支払義務発生額が０円でありまして、翌年度繰越額は

２，０００万円であります。また、繰越しに係る財源内訳につきましては、

国庫補助金１，０００万円、損益勘定留保資金１，０００万円であります。 

繰越しとなりました原因につきましては、表の右の説明欄に不測の日数を

要した旨の記載をしておりますが、今回、繰越しを行う業務につきまして

は、防災・安全社会資本整備交付金事業として令和２年度から令和３年度へ

繰越しした分の業務の実施を受け、汚水管路ストックマネジメント及び浸水

シミュレーション業務における継続業務を令和３年度において実施する予定
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としておりましたが、令和２年度から令和３年度に繰り越した分の業務にお

いて、シミュレーション区域の拡大や調査工程、内容等の見直しにより作業

期間において不測の日数を要したものであります。 

次に、第２項ただし書の規定です。第１項の規定と同じく、１款資本的支

出、１項建設改良費に関するものを記載しております。事業名は、川棚浄化

センター改築・更新実施設計、耐震化実施設計業務で、予算計上額６，５０

０万円に対しまして、支払義務発生額が４，０７９万円であり、翌年度繰越

額は２，４２１万円であります。また、繰越しに係る財源内容につきまして

は、国庫補助金１，２１０万５，０００円、損益勘定留保資金１，２１０万

５，０００円であります。令和２年度から令和３年度に繰り越した額６，５

００万円に係る業務のうち、川棚浄化センター耐震化等の実施計画業務にお

いて、備考欄記載のとおり新型コロナウイルス感染症の影響により、日本下

水道事業団が行う入札が不調となり、不測の日数を要したことが繰越しと

なった要因であります。以上で説明を終わります。 

議    長 これから質疑を行います。初手議員。 

４ 番 初 手 はい。質問いたします。浸水シミュレーション業務というの

がありますけども、これにつきましては今説明がありましたように、２年、

それから３年に向けて方向が出されたというふうに思っております。で、見

直し等についてと、まあ実施するということでありましたけども、要は今出

されたシミュレーションを踏まえて、具体的にどのように対応するかという

ことの検討を行うというふうに理解していいんでしょうか。 

議 長 水道課長。 

水 道 課 長 はい。お答えします。ストックマネジメントというのは全体

的なものでありまして、浸水シミュレーション、この事業名のところに下水

道ストックマネジメント事業計画、浸水シミュレーション業務となっており

ますが、これは繰越承認を受けた名称をそのまま持ってきているというとこ

ろもありまして、浸水シミュレーションそのものは、ほぼ完了しております

が、それに伴う関連業務、それを今議員がおっしゃられたような浸水シミュ

レーションの結果を受けて、どのような対策を講じるかというところの業務

を行う分であります。以上です。 

議    長 田口議員。 
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８ 番 田 口 ２つ目の２項ただし書の分ですが、一番右の説明の欄の「新

型コロナの影響により入札が不調となり」の部分が、事情がよくわからない

んですけども、どういうことなんでしょうか。 

議 長 水道課長。 

水 道 課 長 一般的に事故繰越というのは工事関連で、契約を交わしたけ

れども、その年度内に支払いを終える予定としていたものがやむを得ない事

情によってできなかったというものになるわけなんですが、今回のこのただ

し書の分については、もう一旦、令和２年度から令和３年度に明許繰越の手

続きを取っているという状況で、そういう状況が前提としてあって、今回、

事業団と委託契約をしておりますけれども、事業団が令和３年の６月と７月

にこの耐震等の改築、耐震等の入札を行うべく公募をしておりますが、コロ

ナ関係の自粛等により、入札をするところが、落札をするところがなく、不

調に終わっております。で、財務省からその後、県内においても、佐々町、

それから長与町が同じような状況でありまして、県と協議を進め、返還も含

め検討をいたしましたけれども、その検討をする中で、財務省の方からこの

コロナの自粛等による入札の不調等で行われなかった工事等については、柔

軟に対応していいというような通知がきまして、その内容としましては、感

染拡大防止の観点から、積極的に事業、工事、納期の延期、開催の自粛等を

行ったものを含め、繰越事由として広く取り扱うとともに、詳細な証明等は

要しないということで、事故繰越事務の手続きにつきましても簡素化をし、

基本的に財務局等のヒアリングも行わないというような内容で通知がきまし

たので、コロナ関連の業務自粛による繰越しとして事故処理をしたという流

れであります。 

議    長 ほかに質疑はありませんか。堀池議員 

５ 番 堀 池 今説明があったんですけども、下の段に事故繰越額の分の下

の段、「契約に至るまでに不測の日数を要した」と書いてある。これは契約

はもう終わってるんですか、それとも契約はされていない。その辺の確認を

お願いします。 

議 長 水道課長。 

水 道 課 長 先ほども言いましたけれども、下水道事業団と川棚町との契

約は済んでおります。で、下水道事業団があくまでもその業務について他の
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事業者と契約を交わすという状況でありまして、３年度内には契約はできな

かったという状況です。で、４年度になって入札を開催しまして、今契約が

済んでいる状況です。以上です。 

議    長 ほかに質疑はありませんか。よろしいですね。 

 

（発言なし） 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わり、報告済みといたしま

す。 

（１０：３４） 

 

日程第６ 報告第８号 

 

議 長 次に、日程第６、報告第８号「川棚町債権管理条例に基づく

債権放棄の件」を議題といたします。本件についての説明を求めます。町

長。 

町 長 報告第８号「川棚町債権管理条例に基づく債権放棄の件」に

ついて、ご報告をいたします。 

川棚町債権管理条例第１５条第１項の規定に基づき、水道料金の債権の放

棄を、令和４年３月３１日付けで行いましたので、同条例第２項の規定に基

づき、議会に報告するものであります。 

今回、放棄を行った債権は、令和３年度に不納欠損処分を行った水道料金

であります。 

なお、詳細につきましては、水道課長から説明をいたしますので、よろし

くお願いいたします。 

議 長 水道課長。 

水 道 課 長 はい。それでは、内容についてご説明いたします。中ほどの

表をご覧ください。 

調定年度につきましては、当該債権の調定年度を記載しております。債権

の名称につきましては、いずれも水道料金であります。件数につきまして

は、月々の水道料金の件数でありまして、平成２４年度６件、２５年度１０
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件、２６年度１件、２７年度１件、２８年度６件、合計の２４件でありま

す。金額につきましては、当該債権の調定年度ごとの合計金額を記載してお

ります。放棄の事由につきましては、時効期間満了によるもので、同条例第

１５条第１項第１号を適用しております。備考欄につきましては、該当債務

者数を記載をしております。なお、当該債権３万４，９３０円につきまして

は、川棚町債権管理条例の規定に基づき、債権放棄を行った後、不納欠損処

理を行っております。以上で説明を終わります。 

議    長 これから質疑を行います。山口議員。 

６ 番 山 口 該当債務者数が３名となっていますけども、この３名の方は

現在まだ川棚に在住なのかどうかですね。その点を確認したいと。  

議 長 水道課長。 

水 道 課 長 いずれの方も川棚町には住んでいらっしゃいません。以上で

す 

議    長 ほかに質疑はありませんか。炭谷議員。 

１ １ 番 炭 谷 関連でですね、その水道料金の徴収の問題について、例えば

通常の水道料金を何か月間払えなかった場合、払わなかった場合に水が停止

とか、そしてこの債権っていうのは、どうしても催促しても徴収ができな

かったというふうな結果だろうと思いますけど、そういった賃金の徴収基準

みたいなものがこれにかかってきたのかということで、経過がわかれば説明

をお願いしたいんですけど。 

議 長 水道課長。 

水 道 課 長 条例上は１か月であろうと、もう未納があれば給水停止を行

うということでやっておりまして、賃金ですか。この不能欠損に至るまでの

経過を申し上げますと、通常、その未納があれば督促を出します。督促も出

して納入がないと催告を出し、その後、個別に連絡が取れれば支払いを促す

ような状況で、個別にも対応してまいりますが、この件につきましては、町

外在住者の方が町内で開栓をいたしまして、まあ転入もあったんですが、そ

の後転出をされ、連絡がつかなくなった状況の中で時効を迎えたということ

になります。滞納処分をするにあたって、差押え等もできるわけですが、所

在が不明なため、そこもできなかったという状況であります。以上です。  

議    長 ほか質疑はありませんか。 
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「な  し」の声あり 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わり、報告済みといたしま

す。 

（１０：３９） 

議 長 議員の皆様にちょっとご注意をしておきます。質疑がある方

は手を挙げて「議長」なり言葉を出してください。黙って挙げてもよくわか

りませんので、よろしくお願いします。 

 

日程第７ 議案第２８号 

 

議 長 次に、日程第７、議案第２８号「令和４年度川棚町一般会計

補正予算（第１回）」を議題といたします。本件についての説明を求めま

す。町長。 

町 長 議案第２８号「令和４年度川棚町一般会計補正予算（第１

回）」について、提案理由をご説明いたします。 

今回の補正といたしましては、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２

億１４８万３，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を６９億２，８４８

万３，０００円にしようとするものであります。 

補正の主なものは、歳入においては、補助事業に係る国・県支出金の増

額、基金を財源とした当初予算計上事業の財源振分による繰入金の減額、令

和３年度国庫補助事業の令和４年度確定に伴う諸収入の増加など、歳出にお

いては、新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金を財源とした各

種対策事業の追加、コロナウイルスワクチン接種に係る事業費の増額、低所

得の子育て世帯に対し、１人５万円を支給する「子育て世帯生活支援特別給

付金給付事業」の追加、住民税非課税世帯を対象に１０万円を給付する「住

民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金事業」が主なものであり、その

他、当初予算編成後の事情変更等に対応するため、必要な事業費について計

上したものであります。 

なお、補正予算の詳細につきましては、企画財政課長から説明をいたしま
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すので、よろしくご審議の上、ご決定いただきますようお願いいたします。 

議 長 企画財政課長。 

企画財政課長 はい。それでは、補正予算の内容につきまして、事項別明細

書の歳出から説明いたしますので、１４、１５ページをお開き下さい。 

２款総務費であります。１項２目庁舎管理費につきましては、新庁舎建設

に伴い、引き続き、山道浄水場旧管理棟を借用する予定でしたが、使用見込

みがなくなったことに伴い、賃借料を減額するものであります。 

７目企画費につきましては、自治総合センターのコミュニティ助成事業

に、木場自治会から要望がありました放送機器等の備品購入を申請したとこ

ろ、助成の決定をいただきましたので、その決定額と同額を木場自治会への

補助金として１８節に計上するものです。 

８目情報システム管理費につきましては、電子申請推進のため、マイナ

ポータルと基幹システムをオンライン接続するネットワーク設定変更業務を

委託料として１０３万４，０００円計上しております。なお、本事業は、国

のデジタル基盤改革支援補助金を活用しておりますので、特定財源の欄の国

県支出金として事業費の２分の１に当たる５１万７，０００円を計上してお

ります。そのほか、当初予算計上後に判明した新庁舎内のフリーＷｉ-Ｆｉ

接続料等を計上しております。 

２１目の新型コロナウイルス感染症対策事業費につきましては、臨時交付

金を活用し、別館における来庁者等の感染防止対策を強化するため、空気清

浄機の購入予算を計上しております。 

４項５目新型コロナウイルス感染症対策事業費は、臨時交付金を活用し、

選挙の投票所において投票用紙自動交付機を導入することにより、感染対策

の充実を図るものです。なお、現在は、投票所従事者が投票用紙を手渡しし

ておりますので、機器の導入により、直接的な接触の排除、有権者の投票所

滞在時間の短縮を図ってまいりたいと考えております。次のページをお開き

ください。 

３款民生費について説明いたします。１項１目社会福祉総務費につきまし

ては、国の住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金事業費補助金を活用

し、給付事業としてシステム改修委託料として１２節に１５０万円、１世帯

当たり１０万円の給付予算を１００世帯分として１８節に計上しておりま
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す。 

次の４目老人福祉施設費につきましては、後ほど説明いたします。 

６目新型コロナウイルス感染症対策事業費を説明いたします。説明欄の番

号１介護保険感染症対策事業費につきましては、臨時交付金を活用し、ポー

タブルワイヤレス放送設備一式を購入させていただこうとする事業です。購

入機器は、各地区で開催されております通いの場で活用することで、飛沫拡

散防止等の感染対策の充実を図るものです。 

次に、説明欄２番いきがいセンター感染症対策事業費につきましては、臨

時交付金を活用し、同センターにおける空調設備改修事業として１，０４０

万円、そして送迎用車両の購入事業として１９０万円をそれぞれ予定してお

ります。空調設備につきましては、空調機器改修工事監理業務委託として４

０万円、空調機器改修の工事請負費として１，０００万円をそれぞれ計上し

ております。なお、本事業は令和４年度当初予算に計上しておりましたの

で、４目老人福祉施設費の１，０４０万円、そして特定財源その他、具体的

には地域福祉基金を１，０００万円それぞれ減額しております。いきがいセ

ンター送迎用車両の購入事業に備品購入費として１９０万円を計上しており

ます。こちらについては、利用者の送迎時の密を回避するために、臨時交付

金を活用し、送迎車両１台を購入するための事業です。３番の雇用創出事業

費につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響で雇用機会を失った町

民の雇用機会創出のため、一時的に町で雇用を行うもので、１節報酬を７３

万６，０００円、職員手当等１０万３，０００円、共済費５，０００円など

を計上しております。 

続きまして、２項１目児童福祉総務費について説明いたします。説明欄の

１番児童福祉総務費につきましては、令和３年度における子育て世帯臨時特

別支援事業費補助金に関して、事業スケジュールの関係から国補助金の確定

時期が令和４年度になったため、国への返還金として３３５万６，０００円

を計上するものです。なお、特定財源の国県支出金の欄に１０９万７，００

０円を計上しております。これは、６月１３日の全員協議会時に臨時交付金

を財源とした事業として説明させていただきました「保育対策総合支援事業

費補助金」と「子ども・子育て支援交付金」、こちらについては、認可保育

所や放課後児童クラブ等に対する感染対策経費の助成事業でありまして、町
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の負担分である１０９万７，０００円について臨時交付金を充当させていた

だければと考えております。つきましては、特定財源の国県支出金に１０９

万７，０００円を増額しております。もともと当初予算において一般財源と

して措置しておりましたので、併せて同額を一般財源から減額しておりま

す。 

２目児童措置費について説明いたします。これは、国の子育て世帯生活支

援特別給付金を活用し、令和４年度の住民税均等割が非課税となる子育て世

帯に対して、児童一人当たり５万円を給付する事業であります。対象児童は

２００人を見込んでおり、１８節として１，０００万円、システム改修費と

して委託料１００万円、このほか事務費として６２万２，０００円を計上し

ております。１８、１９ページをお願いいたします。 

４款衛生費を説明いたします。１項２目予防費の３番新型コロナウイルス

感染症対策予防接種事業費の主な内容としましては、４回目のワクチン接種

に係る接種会場管理運営業務委託及び個別予防接種事業業務委託として３，

４３２万６，０００円、医療従事者やボランティアスタッフ等の報償費とし

て８７０万７，０００円を計上しております。なお、財源は国の新型コロナ

ウイルスワクチン接種対策費国庫負担金９７１万３，０００円及び新型コロ

ナウイルスワクチン接種体制確保事業費国庫補助金３，３６３万５，０００

円を活用するものです。 

６款農林水産業費を説明いたします。２０、２１ページをお開きくださ

い。 

１項３目農業振興費については、国からの要請に基づき、町内における野

生イノシシのアフリカ豚熱等の検査に要する費用を計上しております。  

２項４目森林環境譲与税事業費につきましては、森林保全のため、森林環

境譲与税対象事業として森林加入保険料４万２，０００円を計上するもので

す。次のページ、２２、２３ページをお開きください。 

７款商工費であります。 １項３目観光費につきましては、教育費のとこ

ろで後述しますが、本町の片島公園をロケ地として昨年公開された映画「祈

り」の上映会に関連し、片島公園内に看板を設置するための経費を計上して

おります。 

５目新型コロナウイルス感染症対策事業費として説明欄に３本の事業を計
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上しております。臨時交付金を活用した事業となっております。１番目、川

棚町プレミアム付商品券事業費は、地域経済の活性化を図るため、町民１人

につき１万円の商品券を５，０００円で購入できるプレミアム付商品券の販

売に要する経費となっております。詳細につきましては、販売事務の委託料

として５，９９０万円、役場において会計年度任用職員を雇用するための費

用として報酬５０万円、共済費８万円、旅費８，０００円、引換券の印刷代

等として需用費３１万２，０００円、引換券郵送代として役務費６０万円を

計上しております。 

２番の宿泊キャンペーン事業費は、観光需要の拡大を図るため、町内の宿

泊施設に対し、町外宿泊客１人１泊につき２，０００円、町内利用者につき

３，０００円を上限に助成する費用を計上しております。 

３番目の新型コロナウイルス感染症拡大防止対策事業費は、大崎海水浴場

ワーケーション推進事業費１，４５０万円、新しい旅行スタイル環境整備推

進事業費として４００万円、これをそれぞれ観光事業特別会計への繰出金と

して１，８５０万円を計上しております。続きまして、２４、２５ページを

お開きください。 

８款土木費であります。１項１目土木総務費につきましては、令和４年度

当初予算において計上しております町施設等の清掃従事者雇用経費につい

て、臨時交付金の対象事業として財源を組み替えております。 

３項５目急傾斜地崩壊対策事業費につきましては、当初予算に計上してお

ります新谷急傾斜地工事に関して、先行して用地を取得する必要があること

が判明したため、測量業務委託経費として１３０万円を計上しております。

２６、２７ページをお願いします。 

１０款教育費であります。１項３目公立学校情報通信ネットワーク環境施

設整備事業費については、臨時交付金を活用し、ＩＣＴ支援員配置の委託料

として２９５万７，０００円、その他家庭用学習支援関連経費を計上してお

ります。 

４目新型コロナウイルス感染症対策事業費につきましては、臨時交付金を

活用し、番号１修学旅行キャンセル料支援事業費と、番号２学校図書貸出充

実事業費を計上しております。修学旅行キャンセル料支援事業費につきまし

ては、町内小中学校の修学旅行に関して、感染拡大により、やむを得ず中止
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又は延期した際のキャンセル料を支援するもので、１８節に４９８万７，０

００円を計上しております。学校図書貸出充実事業費につきましては、コロ

ナ禍において学校の臨時休業や学年・学級閉鎖等の際に、家庭で過ごす児童

生徒の読書生活の充実を図ろうとするものでありまして、各小中学校の学校

図書館の蔵書を充実し、また、貸出業務を円滑に行う貸出システム関連機器

等の更新に要する経費として、１３節使用料１１万円、１７節備品購入費２

８６万４，０００円、そのうち図書購入費として８６万４，０００円を計上

しております。 

２項１目と３項１目の学校管理費においては、当初予算に計上しておりま

した教育用コンピューターリース料を臨時交付金の対象事業として充当させ

ていただくため、財源を組み替えたものです。 

４項１目社会教育総務費につきましては、一昨年、本町の片島公園でロケ

が行われた、映画「祈り」の上映会開催経費として委託料３５万円を増額す

るものであります。 

５項１目保健体育総務費につきましては、北部九州での開催が予定されて

おります令和６年度インターハイの視察経費として２０万７，０００円を計

上するものであります。 

２目教育キャンプ場費につきましては、教育キャンプ場トイレのくみ取料

として役務費を計上しております。 

４目新型コロナウイルス感染症対策事業費につきましては、臨時交付金を

活用し、トイレの人感センサー化や、便座の洋式化に対応する費用として需

用費を２００万円計上しております。２８、２９ページをお願いいたしま

す。 

１４款予備費であります。１項１目予備費につきましては、歳入・歳出の

見合いにより２４７万１，０００円を増額するものであります。歳出は以上

であります。続きまして、歳入をご説明いたしますので６、７ページをお開

きください。 

歳入の１４款国庫支出金であります。１項２目衛生費国庫負担金から２項

５目総務費国庫補助金に掲載しております補助金・交付金等につきまして

は、歳出で説明しました各種事業の補正に合わせ、増額するものでありま

す。 
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なお、２項５目、説明欄の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金につきましては、新型コロナ対策の影響を受けた分野へ活用可能な１憶

２，２１９万４，０００円と原油価格・物価高騰対策分として５，３２５万

１，０００円の計１億７，５４４万５，０００円が配分額として国から示さ

れております。今回はそのうち１憶２，２１９万４，０００円を計上させて

いただいております。原油価格・物価高騰対策分の５，３２５万１，０００

円分につきましては、今後、更にその影響が顕著に表れると思われますの

で、９月議会において諮らせていただきたいと考えております。８、９ペー

ジをお開きください。 

１５款県支出金であります。２項４目農林水産業費県補助金につきまして

は、歳出事業の増額に合わせ、増額するものです。１０、１１ページをお開

きください。 

１８款繰入金であります。２項６目地域福祉基金繰入金につきましては、

歳出のいきがいセンター管理費に関して、財源を臨時交付金に振り替えたこ

とに伴う減額となっております。 

７目の森林環境譲与税基金繰入金につきましては、歳出事業に合わせ、増

額するものです。１２、１３ページをお開きください。 

２０款諸収入であります。４項４目の過年度収入につきましては、令和３

年度に実施した住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金事業分が本年度

に交付されたことに伴い増額するものです。 

５目雑入に関しては、歳出事業の補正に合わせ、増額するものです。歳入

は以上であります。３０ページ以降につきましては、給与費明細書をお付け

しておりますが、こちらの説明は省略させていただきます。以上で、令和４

年度一般会計補正予算（第１回）の説明を終わります。 

議 長 ここで、しばらく休憩をいたします。 

（１１：０５） 

（…休  憩…） 

（１１：１５） 

議 長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

議    長 ここで、町長より発言の申出があっておりますので、これを

許可いたします。町長。 
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町 長 はい。大変申し訳ありません。先ほど壇上において、議案第

２８号の提案理由を申し上げましたが、その中で、歳出において事業の財源

とする交付金の名称を間違って述べておりましたので、訂正をさせていただ

きます。「新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金」と申し上げ

ましたが、正しくは「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」

であります。訂正してお詫びをさせていただきます。 

議    長 これから、一般会計補正に関する質疑を行います。堀田議

員。 

１ ０ 番 堀 田 １０番、堀田です。１７ページのいきがいセンター感染症対

策事業費の中で、車両購入がなされておりますけど、この車両は軽車両なの

か、あるいは車椅子を乗せるような送迎車両なのか。そしてまた、今現在、

送迎車両は何台で行っているのか質問いたします。 

議 長 住民福祉課長。 

住民福祉課長 はい。お答えいたします。今回、導入しようとしている車両

につきましては、普通車であります。１，０００ｃｃ程度の普通車を予定し

ておりまして、車椅子のまま乗り込めるような車両ではありません。スライ

ドドアにしてですね、もちろん車椅子も後ろに載せることはできますが、車

椅子のままで乗れるような仕様ではないものであります。今、送迎に使って

いる部分としては、２台を利用しているところであります。以上です。  

議    長 ほかに質疑はありませんか。福田議員。 

１ 番 福 田 先ほどの説明で、ちょっと聞き違いかちょっと確かめたいの

ですが、２７ページの教育キャンプ場のトイレ改修というところで、洋式化

と発言があったかと思うんですが、間違いないのかというのが１点ですね。 

それから、今回、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業

として１７事業の説明書もいただいているんですが、この１７事業を採択さ

れたといいますか、選考に至った経緯をちょっとお聞きしたいんですが、ま

ず交付金の全額が示されて、それに見合う事業を各課から募集されて選定さ

れていかれたのか、まあ前回はそういうふうな説明であったと思います。そ

の点が１点と、この１７事業で全てだったのかということですね、加えて。

それと、この国の方へのその申請といいますか、そういう期限がいつなの

か。まだ余裕があるのかということをお聞きします。 
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議 長 教育次長。 

教 育 次 長 はい。質問にお答えいたします。まず、教育キャンプ場の便

座の洋式化というようなことで間違いないかというご質問ですが、これにつ

きましては、簡易水洗トイレによるですね、洋式化を図ろうという考えでお

ります。以上です。 

議 長 企画財政課長。 

企画財政課長 はい。私の方から今回の臨時交付金の選定の経緯についてご

説明いたします。まず、今回、１７事業を選定しておりますが、庁内の各課

に募集、事業の検討を依頼しまして、私どもの方で集約をしまして、どの事

業を今回計上するかということで検討をしております。その中には、一部内

容を修正したりとか、もうここに計上していない事業もございます。  

あとですね、申請のタイミングなんですが、７月２５日に一旦国の申請を

県の方を経由して提出する予定となっております。以上です。  

議    長 ほかに質疑はありませんか。小田議員。 

７ 番 小 田 はい。７番小田です。この新型コロナウイルス感染対策事業

の中で、ちょっと小さいことをお尋ねしたいと思いますけども、予算書では

２３ページ、説明欄の３のところですね。ここに新型コロナウイルス感染拡

大防止対策事業として１，８５０万上げられて、主なものは、全協でも説明

資料をいただいて説明を受けましたけども、ワーケーションに対応するため

の高規格のＷｉ-Ｆｉへの更新及びワーケーションとしてのスペースとして

桟敷の改修を行うというふうなことを説明を受けましたが、その桟敷の具体

的な改修内容とですね、ワーケーションとして利用する方の見込みなどを想

定されておられればお尋ねいたします。 

なお、そのワーケーションスペースとして改修するのであればですね、あ

のロケーションでありますので、開放感がある個室があり、あるいはその電

源あたりも設備されており、作業デスク、椅子なども備えたワーケーション

スペースというふうなことを一般的には私は考えるんですけども、その点い

かがでしょうか。よろしくお願いいたします 

議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 はい。小田議員の質問にお答えをいたします。今のご質問に

つきましては、このあとに特別会計の方で説明をしようかと思っていたとこ
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ろであります。ですので、今ご質問がありましたので、その内容についてご

説明をさせていただきます。 

まず、この桟敷を活用したワーケーションということで事業を考えており

ます。これは、海水浴場東側の既存の桟敷につきまして、今現在、床、あと

柱に白蟻の被害が若干出ておりますので、その分を改修を行います。そし

て、あと床部分につきましては、既存のくじゃく荘側の今桟敷がありますけ

ども、そこが土間コンクリートを施工してありますので、今回その事業を行

うというところもですね、土間コンクリートとして実施するように考えてお

ります。それと併せて、海水浴場に設置しておりますフリーＷｉ -Ｆｉにつ

きましてもワーケーションに対応可能な高規格で更新するということとして

おります。 

あと、そのワーケーションスペースをどのように活用するのかっていうこ

とも若干ありましたので、このスペースにつきましては、先ほどの改修を行

いまして、利用される人数に合わせてビニール製等々の幕を張りまして、間

仕切りをして活用をするような形で考えております。 

現在、桟敷の柱が４メートル間隔に１１本程度立っておりますので、これ

で、もしそこをですね、１つの面積として１６平米、１区画その柱間隔でし

ますと１６平米ありますので、そこを１部屋という形で今計画をしておりま

すが、あと、その人数に合わせてその柱間の間仕切りをちょっと広くしたり

とかというところは、そのときに応じて実際考えていくということで、あと

必要に応じて椅子、あと机も一応準備をするようにしております。あと、基

本的には海水浴のオフシーズンを活用したものになりますので、冬場の寒気

対策として、やはりその間仕切り等が必要になってくるんじゃないかという

ことで考えております。 

ただ、小田議員も言われましたそのロケーションを損なわないということ

で、海水浴場、海が見える部分につきましては、やはり解放したような形に

なるのかなとは思います。先ほど言いましたように、幕等によって仕切りを

するということで、個室感覚でのワーケーションスペースが確保できるとい

うふうに担当課では考えております。 

電源につきましては、既存の電源がございますので、その電源につきまし

ても今延長をしたりということで考えております。 
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あと、利用者の見込みのご質問があっておりますけども、一応担当課で

は、３，０００人程度を想定をしたところで計画をしているところでありま

す。以上です。 

議    長 福田議員。 

１ 番 福 田 同じところでの質問になりますが、桟敷改修といいますが、

そこはもともと海水浴場なので、海水浴場としての機能がどうなのかと、そ

ういったことを考えれば、あそこはもう取り外してしまって、芝生にしてし

まった方が私は何かかえって好印象が出てくるんじゃないかなと私は思うの

で、まあ桟敷改修ではなく、ほかの交付金の活用方法をもっと検討してもら

いたいと思うんですが。先ほど７月２５日が締切りみたいに言われましたの

で、まああと１か月ほどあるわけですので、そういう再考することはできな

いのか、町長にお聞きしたいと思います。 

議 長 町長の考えはということですが。はい、福田議員。 

１ 番 福 田 一応、今回出されておりますが、一度この大崎海水浴場の分

を凍結するというか、削除するとか、そういうふうなことができないのか。

できないとすれば、私としては削除してほしいというような動議も出したい

なというふうに思っているわけですけど、それをするよりも一部ここの部分

だけでも削除した修正案を今回出してもらって、あと１か月ほど再考しても

らえることができるのかなと思って、町長のお考えをお聞きしています。 

議 長 町長。 

町 長 はい。可決されなければ当然そういったことも対応をしなけ

ればいけないと思いますけれども、この予算の提案につきましては、今議員

の質問に担当課長が答えましたように、各課から事業の募集をして、そして

最終的に今回の事業が妥当だろうということで提案をいたしております。  

特にこの海水浴場につきましては、これまでもシーズンだけじゃなくし

て、シーズンオフにも活用できるようにということで、いろんな取組をして

きております。 

そういった中で、今回、このワーケーションのできる場所として最適では

ないかというふうな判断をいたしまして、こういったことを担当課の方では

計画をしたわけでございます。いわゆるワーケーションとは、仕事とそれか

らバケーション、休暇を合わせた造語でありますけれども、これは今、国の
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方では盛んにこの事業を進めておりまして、特に川棚のいわゆる自然の豊か

さをＰＲするためには、こういった事業も取り組んでいく必要があるのでは

ないかと、こう考えているところであります。 

そういった中で、これから国において、果たしてそのコロナウイルス感染

症対応として取り組めるかどうか、内々県などには判断をしながら申請をす

ることになるわけでありますけれども、私としては、まあ川棚町の先ほど言

いましたように特性を生かしての事業になるのではないかということで、事

前に今の発言を受けて、取り下げるというようなことは考えておりません。

以上でございます。 

議    長 毛利議員。 

３ 番 毛 利 はい。私もちょっと関連して、福田議員は桟敷の話をされる

んですけども、私は先日いただいた資料で、桟敷の下にある「新しい旅行ス

タイル環境整備推進事業」、名前は格好いいんですけど、しおさいの湯に要

は券売機を買うだけですよね。と思ったんですけど、これは本当にまちのた

めになるのか、町民の生活のためになるのかって疑問があって、ほかに使う

べきところがあるんじゃないかとずっと引っ掛かります。なので、福田議員

もそういう思いでおっしゃっているんでしょうし、私もこういうところ疑問

点があって、先日でもテレビで公用車の報道とかがあってますよね。なの

で、私も、議会としても、反省すべきではないかと思って、何も言わないの

はやっぱり駄目だなと思っていますので、今回こうやってみんな疑問があれ

ば言っていただいて、こういった点、やっぱり改善できるのであれば今から

でも変えてほしいと思いますので、提案をしたいと思います。  

議    長 質問じゃないんですね。ほかに質問はありませんか。福田議

員。 

１ 番 福 田 はい。３回目ですので、そういう町長の考えはわかるんです

が、そのワーケーションということであれば、毛利議員言われたように、

ワーケーションを川棚町で推進するのには、桟敷改修が一番効果があるとい

いますか、そういう考えなのか。私はそれよりも、くじゃく荘のワーケー

ション向けの改修をしたり、栄町の空き店舗をワーケーションに活用できる

ような改修とか、そういうふうな発想で、もう少し具体的なこのワーケー

ションを誘致する、そういう考えをもう一度再考していただけないか。又は
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それじゃなくて、ほかにもっとコロナ対策になる事業が、必要なものがない

のか、再考してほしいと思います。１，４５０万はですね。そこのところだ

けをもう少し良い活用方法があるのではないかと思っていますので、町長の

考えをもう一度お聞きします。 

議 長 町長、答弁されますか。再度お考えをということであります

が。町長。 

町 長 はい。先ほど言いましたように、この予算というのは、観光

施設事業特別会計に繰り出すという予算でありまして、この今の段階でそう

いった議員からのご指摘を受けて、これを取り下げろとおっしゃっているん

ですか。それとも、その内容を今後検討せろと、そういった条件の中で議事

を進めていただくということなのか。少しそういった状況がわかりませんの

で、ご発言をお願いします。 

議    長 田口議員。 

８ 番 田 口 先ほど町長の答弁で、海水浴場のシーズンオフのうちの利

用・活用のためというような趣旨を言われたので、まあその趣旨は私はわか

るように思います。それで、利用料金はどのようになるのかということをお

聞きします。先ほど課長の方から、利用見込みが３，０００人と言われまし

けど、これは多分３，０００人・日のことであろうと思われます。だから、

１日いくらなのか、あるいは１人１日いくらなのか、それでいくらの収入を

見込んでいるのかという、そこら辺をお聞きしたいと思います。  

議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 はい。田口議員の質問にお答えをいたします。利用につきま

しては、現在のところ、有料での貸出しというふうに担当課では考えており

ますけども、料金につきましての設定につきましては、まだ今のところ出し

ておらず、今後検討していくということにしております。  

あと、今回３，０００人ということで利用の計画を持っておりますけど

も、一応担当課の中で、このくらいの人数は確保できるだろうという判断の

もと、一応３，０００人ということでしております。あと、その利用料金に

ついては、今後早めに検討をしたいと。 

議    長 田口議員。 

８ 番 田 口 ３，０００人は、要するに１人が１０回使えば１０人になる
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わけでしょう。だから、人・日という意味だろうと思うんですけど、そう考

えていいんですか。 

議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 そのような考え方です。以上です。 

議    長 髙以良議員。 

９ 番 髙 以 良 同じところで確認のためにお尋ねしますが、説明では海水浴

のシーズンオフに利用を予定しているということでしたが、海水浴のシーズ

ン中はもうワーケーションとしての利用は認めないのかっていうのが１つ

と、利用料についてはちょっとよく聞こえなかったのでお尋ねしますけど

も、検討するというのは、利用料をもらう方向で検討するのか、もらわない

方で検討するのか、そこら辺、金額を今後検討するっていうことなのかお尋

ねしたいと思います。 

議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 はい。髙以良議員の質問にお答えをいたします。基本的に

シーズン中の利用は、海水浴場の利用客の利用となりますので、シーズン中

このワーケーションスペースとしての活用は中止をいたします。  

また、使用料につきましては、有料で考えております。ただ、今の段階で

は金額等まだ検討中であります。以上です。 

議    長 堀田議員。 

１ ０ 番 堀 田 先ほど利用者数は３，０００人とおっしゃいましたけど、大

体こういった制度っていうか、こういう施設を今からしようとするときに

は、ある程度の利用者を絶対にしてもいいですよっていうのを何人かの確約

を持っとって、そういう計画を立てるもんだと思うんですけど、実際問題と

して、確かに海水浴場の利用客が５，０００人くらいですので、まあオフ

シーズンに３，０００人も来るかっていう疑問は持っています。ただそれ

を、どこかの会社、あるいは個人でもそうですけど、周知をどういう方向で

していくのかですね。一応会場はつくりました。何もしなければ誰も知らな

いで来ないわけですね。するとその辺の周知の仕方とか、そういった個人的

にいろいろな方に話をして、ワーケーションをするからこういったものを利

用してくださいというふうな話があったのかですね。その辺をお尋ねしたい

と思います。 
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議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 はい。堀田議員の質問にお答えをいたします。３，０００人

ということで今予定をしておりますけども、その周知方法についてなんです

けども、基本、ホームページ、あとＳＮＳっていいますか、そういったもの

を使って、広くお知らせをしたいというふうには考えております。以上で

す。 

議    長 町長。 

町 長 はい。先ほど福田議員とそれから毛利議員から発言がありま

したその件について、その後の議員の質問が若干方向性がずれてきておりま

すので、要は、先ほど福田議員から質問がありましたように、この事業がい

わゆる好ましくないということで否決をされますと、ほかの緊急にしなけれ

ばならない事業にも影響がありますので、ここでちょっと休憩を取っていた

だいて、もう少し休憩時間中にその福田議員と毛利議員が発言された内容の

議論を深めていきたいと思いますけど、そういったご判断を議長していただ

ければ大変ありがたいと思います。 

議 長 今のあれは休憩を取って、行政は行政間でということです

か。議会と休憩中に議論をしたいということですか。 

初めてのことですので、ここでしばらく休憩を取って、ちょっと議運をま

ず開きまして、進行の方法を決定したいと思います。 

議 長 ここで、しばらく休憩をいたします。 

（１１：４５） 

（…休  憩…） 

（１３：００） 

議 長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

議 長 お知らせをいたします。行政係長は昼から欠席であります。  

議 長 ここでまた、皆様にお知らせをいたします。今、会議を再開

をいたしましたが、再度ここで休憩を取りたいと思います。休憩を取りまし

て、次の開始時間はちょっとまだ未定でありますけれども、ただいまから、

休憩といたします。 

（１３：００） 

（…休  憩…） 
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（１４：０６） 

議 長 それでは、休憩前に引き続き、会議を開きます。 

議 長 ただいまの件のほかに、この一般会計の補正について質疑は

ありませんか。小谷議員。 

２ 番 小 谷 ２３ページの観光費で説明がありました、片島の看板の件で

すが、１００万円かけての看板ということですが、どれくらいの規模のもの

かというのと、あと設置場所ですね。そこら辺、ちょっと詳細をお願いいた

します。 

あと、まとめてお聞きしますが、その下のプレミアム商品券ですが、予算

では６，１４０万となっていますが、委託料で５，９４０万って説明で確か

あったかと思いますが、１人１冊ということで今回出されますけども、まあ

５０パーセントのプレミアムを付けるということで説明を聞いております。

で、この額でしたら大体何冊くらい前もって用意されるものなのか。１人１

冊ですので、人口の分用意されるものなのか、それともこれまでの販売率を

計算されて少し減らされているのか。そこら辺の確認をお願いいたします。 

議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 はい。小谷議員のご質問にお答えをいたします。まず、観光

費の１００万円の使途についてのご質問であったかと思います。まず、規模

につきましては、看板の概要といたしまして、材質がプラ擬木を施工するよ

うにしております。擬木ですね。規格といたしましては、横幅が１，７７

０、１メートル７７、高さにしまして地上から２メートルの看板を設置する

ようにしておるところであります。あと、場所につきましては、駐車場がご

ざいますけども、駐車場から一歩入ったところに今現在片島の看板が立って

おりますけども、道挟んで左側、山側に水槽のようなものがありますけど

も、その位置あたりに施工するようにしているところであります。すいませ

ん、先ほどプラ擬木と言いましたけども、もう皆さんご存じでしょうか、プ

ラスチックで作った本当の木の丸太のような形で、それをプラスチックで施

工した品物でございます。プラスチック擬木ですね。あとコンクリート製も

あるんですけども、やはり海が近いということで、プラスチックの擬木で施

工するようにしております。 

それと、もう１点のプレミアム商品券につきましてですけども、今回はプ
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レミアム分５，０００円のプレミアム率５０パーセントということでです

ね、１万円に対して、プレミアム率は５０パーセントですね。現在、町民１

人当たり１冊ということで計画をしております。そして、今川棚の人口が１

万３，５００人ということで、本来なら１万３，５００冊を作るべきなんで

すけども、前回の実施状況を見ておりますと、まあ６０パーセントとか、あ

と１００パーセントもあったんですけども、今回はそのプレミアム率が５０

パーセントになりましたので、人口の８０パーセントを見込みまして、１万

１，０００冊を作成する予算を組んでおるところであります。以上です。  

議    長 ほかに質疑はありませんか。波戸議員。 

１ ３ 番 波 戸 同じ２３ページになるんですが、説明欄の２番の宿泊キャン

ペーン事業についてお尋ねします。１，５００泊かけるの７か月ということ

で説明を受けていますけども、ここで２，３００万も必要があるのかどう

か、そんなに補助をしてもいいのか、もっとほかに使うものがあるのじゃな

いかということと、町民が３，０００円、町外が２，０００円ということな

んですが、なぜそこで金額の差を付けるのかというのの説明と、どっちかと

いうと町外から来られた方のほうが、宿泊されてお土産とか、いろんな買い

物をされると思うので、そこの差を付ける意味を説明願います。 

議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 はい。質問にお答えをいたします。今回、先ほども波戸議員

のほうからもありましたように、１，５００人かける７か月ということで計

算をいたしましたのは、令和２年にこの宿泊キャンペーンを行ったときに、

月１，２００人という数字が出ております。それを基準としまして、今回

１，５００ということで計算をいたしておるところであります。ですので、

期間中は川棚町民を２，０００泊、全体で１万５００人を計算しております

ので、そのうち川棚町民を２，０００泊と町外の方を約８，５００泊という

ことで計算をしているところであります。 

それともう１点、今回、町民の方を３，０００円、町外の方を２，０００

円とした理由につきましては、やはり町民にもたくさん泊まっていただきた

いということの思いで、今回、１，０００円の差を付けているところであり

ます。以上です。 

議    長 ほかに質疑はありませんか。炭谷議員。 
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１ １ 番 炭 谷 今の金額の質問ですけども、町内で３，０００円出しても

らった場合には、通常の宿泊費といいますか、そういったものが、通常いく

らであった場合に、これがあった場合にいくらっていうふうな計算ができる

と思うんですけども、まあそこが一番気になるところでありますので、その

ことと、実は宿泊に関連すると思うんですけど、くじゃく荘の食事がうまく

ないというふうな話を私は何度か聞いたことあるんですけど、それと、関連

施設の中でもしおさいの中でここで飯食うたっちゃうもうなかとざいってい

うふうな話を非常に残念と思いますけども、まあこういうところで言って

ちょっと申し訳ないですけど、そこら辺の、やはり最近特にそういった食に

関してはかなり個々的ないろんなメニューの中でないと、なかなか受けない

というふうな事情もあるのも私もわかっておりますが、そこら辺の改善をし

ないといけないんじゃないかということが、どこかで１回２回じゃなかし、

ほとんどかなりの人がそういったことを思っていますし、そこをきちっとし

ていけば、もっと宿泊者は増えるんじゃないかということがありますので、

その２つの点について非常に難しい判断かとも思いますが、是非重要である

と思いますので、どう考えているのか、それをどう指定管理者として指導を

していくのかということを含めてお願いをしたいと思います。  

議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 はい。炭谷議員のご質問にお答えをいたします。くじゃく荘

の宿泊ということでお答えをしたいと思います。通常の現在のプランなしと

いうのが、平日の場合８，７５０円であります。１名ですね。それで、もし

県の補助があった場合、これは１万円以上は上限５，０００円までの補助と

なっております。あと、１万円以下は宿泊費の５０パーセントということに

なっておりますので、８，７５０円の５０パーセントで４，３７５円ってな

りますけども、そこに町民の３，０００円を引きますと１，３７５円となり

ます。あと、町外者についてはそれにプラス１，０００円ということで２，

３７５円。あと、休日前と土日の場合は、宿泊費が１万２５０円になります

ので、補助等々を引きますと、個人負担は町内の場合は２，２５０円、町外

の場合は３，２５０円というふうになっております。 

あと、もう１つの食事の件でありますが、基本的に、まあ私だけかもしれ

ませんけども、食事がまずいとか、そういった話は伺ったことはございませ



- 35 - 

ん。ただ、しおさいの湯につきましては、今年３月、今までは入っておられ

た業者の方が今ちょっと撤退をされて、今、しおさいの湯については、今、

食事は行われていないということを伺っております。一応、今後ですね、そ

ういった意見等があれば協会とも話合いを持って、改善できるところは改善

したいというふうに思っております。以上です。 

議    長 初手議員。 

４ 番 初 手 補正予算書の２７ページ、町自主文化事業で片島の、すいま

せん、名称忘れましたけど、上映会ということで予算が上がってますけども、

いつ頃の時期に、例えば１週間とか、１日とかって、その辺の具体的なものが

あればお願いしたいと思います。 

議 長 教育次長。 

教 育 次 長 はい。ただいまの質問にお答えいたします。「祈り」の上映

会につきましては、その「祈り」の舞台が長崎原爆のあとの浦上天主堂など

を題材としたものであります。そして原爆、戦争の悲惨さを、やはり後世に

伝えていくというような趣旨もございますので、８月中の中旬から後半くら

いに開催できればいいなというふうに思っているところでございます。そし

て、映画の上映会に併せて出演者のキャストをお迎えして、ミニトーク

ショーをちょっと実施していただこうかというふうなことで、今、企画のほ

うをできないかということで、プロモーターの方に確認をしているところで

す。以上です。 

議    長 ほかに。髙以良議員。 

９ 番 髙 以 良 ２３ページ、プレミアム商品券のことでお尋ねします。これ

は１万円分を利用する店舗の制限といいますかね、大型店舗で利用できる、

できないとか、そこら辺については、どのように予定されているんでしょう

か。 

議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 はい。質問にお答えをいたします。１冊当たり５００円券を

２０枚ということで発売するようにしておりますけども、大型店を１０枚、

その他の店舗を１０枚というふうな分け方で実施するようにしております。

以上です。 

議    長 水谷議員。 
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１ ２ 番 水 谷 今のところで、１万３，５００のこれは８割ぐらいですか

ね。１万１，０００冊ぐらいのことであるんですけど、これは売れ残りと

か、そういうふうになった場合の追加購入お願いみたいなやつは予定しとら

すとかどうか。 

議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 はい。水谷議員の質問にお答えをいたします。今回、先ほど

説明いたしましたが、１人当たり１冊の購入で計画をしております。昨年度

１世帯当たり３冊ということで追加販売等々は行いませんでした。今回も追

加販売につきましては、行わない計画であります。以上です。 

議    長 ほかに質疑はありませんか。波戸議員。 

１ ３ 番 波 戸 先ほどの宿泊キャンペーンの続きなんですけども、まあここ

は規模を縮小する考えはないということで理解していいのかというのが１つ

と、ほぼほぼ、くじゃく荘が使われると思うんですが、ほかの宿泊施設もあ

ると思います。そこで、前もっての、例えばくじゃく荘１，５００泊だった

ら、くじゃく荘が１，３００にして、残りの施設を割当てっていう形か、前

もって、その割当てを決めておくという考えはないんでしょうか。それがな

かったら、もうほぼほぼ、くじゃく荘が使って終わるのかなという考えがあ

りますので、ほかの宿泊施設にある程度１００泊分くらいの割当てを事前

に、何ていいますか、割り当てるような考えはないのか。この２点をお尋ね

します。 

議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 はい。質問にお答えをいたします。前回も宿泊キャンペーン

をやっておりますけども、その実績に応じて、今、くじゃく荘、民宿海幸、

かわはら旅館の３宿泊所が町内にはございます。先ほど言いました前回の状

況を見て、ある程度割当てを行って実施するようにはしております。くじゃ

く荘が９，５００、海幸が７００、かわはら旅館が３００ということで予算

を計上しておるところであります。計画ですね。あくまでも計画です。失礼

しました。 

議    長 小田議員。 

７ 番 小 田 ７番小田です。予算書１５ページの選挙費の中のコロナ対策

の５００万４，０００円についてお尋ねいたします。全協でいただいた資料
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から見ると、投票所に投票用紙の自動交付機を導入するとの説明であり、直

接的な投票用紙の受渡しを避けて、投票用紙の交付にかかる時間の短縮をす

るというふうにありますけども、各投票所に３台を導入をするというふうな

ことですけども、１投票所に本当に３台が必要なのかというふうなことをお

尋ねします。今までは投票所で１人ずつ、要するに順番に投票所入場券です

かね、それを確認をして、投票用紙が交付をされておりました。そのような

ことを考えれば、その発券の機械にトラブルがなければ、１台で対応できる

と。予備機まで含めて２台あれば対応は可能ではないだろうかというふうな

ことを考えるんですけども、その点はいかがでしょうか。お願いします。  

議 長 総務課長。 

総 務 課 長 はい。お答えをいたします。１投票所当たりに３台と計画し

ておりますのが、一般的に最も投票数の多い衆議院議員選挙を想定をしてお

ります。衆議院議員総選挙の場合は、選挙区の候補者に１票、そして比例区

に１票、そして通常、国民審査もセットになってまいります。そういったこ

とで、その３票とも全て自動交付機でお渡しするとした場合を想定して３台

ということで、一番数の多いところを想定して、計画をしております。以上

です。 

議    長 ほかに質疑はありませんか。波戸議員。 

１ ３ 番 波 戸 １問答弁もらってないんですけど。事業の縮小の考えはない

かというのの答弁をもらってないんですけど。 

議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 すいません。事業の縮小というのは、どのようなことでしょ

うか。すいません。 

１ ３ 番 波 戸 今、２，３００万の予算といいますか、１万５００泊分を

とってありますけども、そこは例えば極端な話、半分にして、まあ修正き

くっていう話がさっきあったんですけども、ほかのコロナに対するもっと違

うところに使う必要もあるんじゃないかという考えがありますので、例えば

もう半分にして、違う事業に回すとか、そういう考えはないのかお尋ねして

いるところです。 

議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 はい。質問にお答えをいたします。この宿泊事業につきまし
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ては、あくまでも実績をもとに、こちらのほうから助成をするという形にし

ておりますので、途中でそのような規模を縮小するとかっていう考えは今の

ところは持っておりません。以上です。 

議    長 波戸議員。 

１ ３ 番 波 戸 だからですよ、今から執行するのであって、１万５００泊

じゃなくて、今、１，５００かける７か月となっているんですけども、例え

ばそれを４か月に縮小して執行して、残りの部分を違う事業に回せないのか

という質問です。 

議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 現時点では７か月ということで実施したいと考えておりま

す。以上です。 

議 長 副町長。 

副 町 長 波戸議員のご心配もあろうかと思うんですが、逆にですね、

非常にこれが好評で、人数が増えるということも考えられるとは思います。

で、この期間を７月から１月にしておりますので、状況を見ながら、それこ

そ非常に利用者が少ないということであれば、９月の補正で減らすというこ

ともありかなというふうには考えています。 

議    長 ほかに質疑はありませんか。よろしいですね。 

 

（発言なし） 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。  

 

（発言なし） 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

（発言なし） 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 
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これから、議案第２８号「令和４年度川棚町一般会計補正予算（第１

回）」の採決を行います。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに異議ありませんか。  

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第２８号「令和４年

度川棚町一般会計補正予算（第１回）」は、原案のとおり可決されました。 

（１４：３２） 

 

日程第８ 議案第２９号 

 

議 長 次に、日程第８、議案第２９号「令和４年度川棚町観光施設

事業特別会計補正予算（第１回）」を議題といたします。本件についての説

明を求めます。町長。 

町 長 議案第２９号「令和４年度川棚町観光施設事業特別会計補正

予算（第１回）」について、提案理由をご説明いたします。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，８５０万円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億１，６５０万円にしよ

うとするものであります。 

なお、補正の主な内容は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に係るも

のであり、詳細については、産業振興課長から説明をいたしますので、ご審

議の上、ご決定いただきますようよろしくお願いいたします。  

議 長 皆様、議員にちょっとお諮りをいたします。 

この件につきましては、先ほど質疑、答弁は受けたかと思いますが、この

質疑に関しましては、割愛してもいいのかなと私思っておりますが、いかが

ですか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 はい。ということで、質疑に関しては、割愛させていただき
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ます。 

これから討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。  

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、議案第２９号「令和４年度川棚町観光施設事業特別会計補正予

算（第１回）」の採決を行います。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに異議ありませんか。  

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第２９号「令和４年

度川棚町観光施設事業特別会計補正予算（第１回）」は、原案のとおり可決

されました。 

（１４：３４） 

 

日程第９ 議案第３０号 

 

議 長 次に、日程第９、議案第３０号「川棚町議会議員及び川棚町

長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例」

を議題といたします。提案理由の説明を求めます。町長。 

町 長 議案第３０号「川棚町議会議員及び川棚町長の選挙における選

挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例」について、提案理由

をご説明いたします。 

「川棚町議会議員及び川棚町長の選挙における選挙運動の公費負担に関す

る条例」において、川棚町議会議員及び川棚町長選挙における選挙運動の公
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費負担について、選挙運動用自動車の使用、ビラの作成及びポスターの作成

の３種類の経費に係る公費負担の単価について規定をしているところであ

り、その額は、公職選挙法施行令において定める額に準じているものであり

ます。 

このたび、公職選挙法施行令の一部改正により、公費負担の単価が増額改

定され、令和４年４月６日から施行されましたので、同施行令の改正後の額

に準じて、本条例についても改正を行おうとするものであります。 

改正の詳細につきましては、総務課長に説明をさせますので、ご審議の

上、ご決定いただきますようよろしくお願いいたします。 

議 長 総務課長。 

総 務 課 長 はい。それでは、説明いたします。１枚めくって新旧対照表

をご覧ください。今回の改正箇所に下線を引いております。 

まず、第４条第２号のアの部分であります。改正前が「１万５，８００

円」とありますのを「１万６，１００円」とするものであります。ちなみに

このアの部分につきましては、選挙運動用自動車の借入契約の一日当たりの

額であります。 

そして次にイであります。ここは燃料の供給に関する契約に対する代金の

額でありますが、改正前が「７，５６０円」、これを「７，７００円」にし

ようとするものであります。次のページをお願いいたします。  

第９条に選挙運動用ビラの作成の公費支払いの規定があります。改正する

箇所が、選挙運動用ビラ１枚当たりの作成単価でありまして、改正前が「７

円５１銭」、これを「７円７３銭」にしようとするものであります。  

そして次に第１０条に、選挙運動用ビラの公費負担の限度額を定めており

ます。これは先ほどの単価と同じであります。ちなみに、ここでは法第１４

２条第１項７号に規定する枚数を乗じた額としておりますが、ちなみにこれ

が法で定める枠は、町長の場合５，０００枚、町議会議員の１，６００枚と

いう基準で、これを乗じた額が限度額となるものであります。 

次に第１３条において、選挙運動用ポスターの作成の公費に関する支払い

が定めてありまして、改正前が１枚当たりの作成単価が「５２５円６銭」、

これを改正後は「５４１円３１銭」にしようとするものであります。次の

「３１万５００円」というのが、これはポスターを制作する場合のいわゆる
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基本額といったものであります。これが改正前が「３１万５００円」、これ

を改正後は「３１万６，２５０円」にしようとするものであります。ちなみ

にこのポスターの枚数は、ポスター掲示場の数までが限度とされておりま

す。それでは、改正文の１枚目の附則をご覧ください。 

先ほど町長が申し上げましたように、公職選挙法施行令、これは令和４年

４月６日に施行されております。今後到来する、まず最初の選挙は川棚町長

が該当しますので、「この条例は、公布の日から施行する。」ということで

規定をしております。以上で説明を終わります。 

議    長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 次に賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、議案第３０号「川棚町議会議員及び川棚町長の選挙における選

挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例」の採決を行います。 

お諮りします。本案は、原案のとおり可決することに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第３０号「川棚町議

会議員及び川棚町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部

を改正する条例」は、原案のとおり可決されました。 
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（１４：４１） 

 

日程第１０ 議案第３１号 

 

議 長 次に、日程第１０、議案第３１号「川棚町大崎自然公園設置

条例の一部を改正する条例」を議題といたします。提案理由の説明を求め

ます。町長。 

町 長 議案第３１号「川棚町大崎自然公園設置条例の一部を改正す

る条例」の提案理由をご説明いたします。 

川棚町大崎自然公園設置条例につきましては、平成１７年に条例の制定を

行い、その後、平成１９年には利用時間を変更し運営を行ってまいりまし

た。 

これまでも利用時間の変更を行ってきておりますが、近年のキャンプブー

ムや大崎海水浴場のオールシーズンの活用など、利用者のニーズにできる限

り対応したいとの考えから、ご提案申し上げるものであります。 

今回の改正につきましては、本条例の別表に掲げております施設の利用時

間の改正を行うものであります。 

なお、詳細につきましては、産業振興課長から説明をいたしますので、よ

ろしくご審議の上、ご決定いただきますようお願いいたします。 

議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 改正内容について、ご説明をいたします。 

今回の改正につきましては、指定管理者からの要望があり、協議の結果、

先ほど町長からも説明がありましたが、近年のキャンプブームや大崎海水浴

場のオフシーズンの活用など、利用者のニーズにできる限り対応いたした

く、改正すべきものと判断いたしましたので、本日、議案の提出を行ってお

ります。改正内容につきましては、新旧対照表をお開きください。 

別表についてでありますが、条文第８条関係の利用時間等の改正でありま

す。なお、別表につきましては、改正前を全て削除し、改正後の別表に改め

るものであります。改正部分を説明をいたします。 

大崎キャンプ場の一般キャンプ場でありますが、宿泊の開始時間、「午後

０時から」を「午後１時から」に、摘要欄の「管理運営期間７月１日～８月
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３１日」を削除するものであります。 

また、オートキャンプ場につきましては、日帰りの開始時間「午後０時か

ら」を「午前１０時から」に変更するものであります。 

今回、大崎キャンプ場の一般キャンプ場及びオートキャンプ場の利用時間

を統一した理由といたしましては、当施設は隣接をしており、事務の煩雑化

をなくす目的といたしております。 

また、一般キャンプ場に係る摘要欄の管理運営期間の削除につきまして

は、近年は全国的なキャンプブームであり、特にコロナ禍以降は年間を通し

てキャンプされており、現状を考慮し、摘要欄の文言を削除をしておりま

す。 

次に、大崎海水浴場についてでありますが、開始時間「午前１０時から」

を「午前９時から」に変更し、摘要欄の「管理運営期間７月１日～８月３１

日」を削除する改正といたしております。 

開始時間の変更につきましては、現状を考慮し、変更するものであります

が、長崎県内の海水浴場のほとんどが９時から開始されている状況でありま

す。 

また、摘要欄の管理運営期間の削除につきましては、現在、海水浴場のオ

フシーズン限定で海の家を活用して、レストランがオープンをしておりま

す。年間を通して海を含む大崎半島の自然の素晴らしさと人々の心が豊かに

なるものをつくり上げる場所としたいとの目的で、実施されたものでありま

す。 

なお、外枠の※の備考につきましては、摘要欄を削除することにより文言

を削除するものであります。 

附則といたしまして、「この条例は、公布の日から施行する。」としてお

ります。以上で説明を終わります。 

議    長 これから質疑を行います。田口議員。 

８ 番 田 口 はい。時間の変更に意義があるわけではないんですが、そも

そも、この時間の決めることを条例事項とすべきなのかどうなのかというと

ころの考えをお聞きしたいと思います。例えば条例でなくて、町長が規則で

決めるとか、あるいはもう指定管理者の決定に任せるとか、そのような形で

もよいのではないかと思いますけども、いかがですか。 
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議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 はい。この８条に係ります別表につきましては、その条例制

定時から、この時間を条例の別表として掲げておりましたので、それを基に

今回は変更をいたしましたが、今後、田口議員が言われるように、ほかの方

法でどうかということでありますので、そのところにつきましては、今後、

検討をしていきたいと思っております。以上です。 

議    長 ほかに質疑はありませんか。よろしいですね。 

 

（発言なし） 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから、討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。  

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、議案第３１号「川棚町大崎自然公園設置条例の一部を改正する

条例」の採決を行います。 

お諮りします。本案は、原案のとおり可決することに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第３１号「川棚町大

崎自然公園設置条例の一部を改正する条例」は、原案のとおり可決されまし

た。 

（１４：４９） 
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日程第１１ 発委第１号 

 

議 長 次に、日程第１１、発委第１号「川棚町議会委員会条例の一

部を改正する条例」を議題といたします。提案理由の説明を求めます。議

会運営委員会委員長。 

議会運営委員長 それでは、提案理由を申し上げます。 

発委第１号、令和４年６月１７日、川棚町議会議長 村井達己 様、提出者 

議会運営委員会委員長 初手安幸。 

川棚町議会委員会条例の一部を改正する条例。 

上記の議案を、別紙のとおり地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１

０９条第６項及び第７項並びに川棚町議会会議規則（昭和６２年川棚町議会

規則第１号）第１４条第３項の規定により提出をいたします。 

提案理由でありますが、令和４年３月町議会定例会において、議案第１１

号「川棚町課室設置条例の一部を改正する条例」が可決されたことに伴い、

川棚町議会委員会条例（昭和６２年川棚町条例第１７号）を改正する必要が

生じたため、改正しようとするものであります。 

それでは、改正条例の内容についてご説明をいたします。横長の新旧対照

表をご覧いただきたいと思います。第２条中、常任委員会所管を総務厚生委

員会において「新庁舎建設室」を削り、「長寿支援課」を加えるものであり

ます。次に２枚目の改正条文をご覧ください。 

附則として、この条例は、公布の日から施行するものとしております。以

上で説明を終わります。ご審議の上、ご決定くださいますようお願いをいた

します。 

議 長 これから、質疑を行います。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから、討論を行います。本件に対し、反対者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 
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議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、発委第１号「川棚町議会委員会条例の一部を改正する条例」の

採決を行います。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに異議ありませんか。  

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、発委第１号「川棚町議会

委員会条例の一部を改正する条例」は、原案のとおり可決されました。 

（１４：５３） 

 

日程第１２ 総務厚生委員会調査報告 

 

議 長 日程第１２「総務厚生委員会調査報告」を議題といたしま

す。本件について、委員長の報告を求めます。総務厚生委員長。 

総務厚生委員長  総務厚生委員会委員会調査報告につきましては、川棚町議

会議長宛てに報告書を提出しておりますので、読み上げて報告といたしま

す。 

令和４年６月１７日、川棚町議会議長 村井達己 様、総務厚生委員会委員

長 小谷龍一郎。 

委員会調査報告書。 

本委員会の所管事務調査事件について、調査の結果を別紙のとおり川棚町

議会会議規則第７７条の規定により報告します。 

総務厚生委員会調査報告書。 

１．件名 本町の防災対策について。 

２．経過と概要。 
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（１）第１回委員会。 

日時 令和３年６月３０日。 

場所 第１委員会室。 

出席者 委員全員、議長、事務局長。 

閉会中の調査事項について、内容・方法などを協議した。  

（２）第２回委員会。 

日時 令和３年７月２９日。 

場所 第１委員会室。 

出席者 委員全員、議長、事務局長。 

説明員 総務課長、防災交通係長。 

総務課より本町の防災対策について説明を受け意見交換を行った。  

主な内容。 

①防災計画について。 

・町内の危険箇所や避難場所、避難計画について。 

・地域防災計画の見直しについて。 

②自主防災組織について。 

・組織が結成された地区の活動状況など。 

③各地区の防災倉庫について。 

・１９地区が設置済み。 

④消防団について。 

・近年の出動状況や、団員確保について。 

（３）第３回委員会。 

日時 令和３年８月３０日。 

場所 第１委員会室及び現地。 

出席者 委員全員、議長、事務局長。 

説明員 総務課長、建設課長、産業振興課長、各担当係長。 

防災計画書に記載されている危険箇所の現地確認を行った。 

※９月定例会の決算審査において、河川監視カメラを確認した。  

（４）第４回委員会。 

日時 令和３年１１月２日。 

場所 第１委員会室。 
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出席者 委員全員、議長、事務局長。 

説明員 総務課長、防災交通係長、産業振興課長、技術係長、建設課長、

建設課長補佐。 

令和３年８月の大雨時の町内災害状況について説明を受け意見交換を行っ

た。 

・今後の課題について協議を行った。 

（５）第５回委員会。 

日時 令和３年１１月２４日。 

場所 第１委員会室。 

出席者 委員全員、議長、事務局長。 

説明員  住民福祉課長、社会福祉係長、健康推進課長、地域包括支援係

長。 

災害時の地域見守りネットワークの活用について説明を受け意見交換を

行った。 

・８月豪雨時の状況や台帳登録者への対応などについて。  

・災害発生時の課題点について協議した。 

（６）第６回委員会。 

日時 令和４年４月２２日。 

場所 中央公民館２階会議室。 

出席者 委員全員、議長、事務局長、消防団長、副団長（２名）、各分団

長、防災交通係長。 

本町の防災対策について、消防団との意見交換を行った。  

主な内容については別添資料１とする。 

（７）第７回委員会。 

日時 令和４年５月１８日。 

場所 ２階大会議室Ａ。 

出席者 委員全員、議長、事務局長、総代会長、副会長（２名）、会計、

東部代表、西部代表、南部代表、中部代表。 

本町の防災対策について、総代会代表との意見交換を行った。 

主な内容については別添資料２とする。 

（８）第８回委員会。 
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日時 令和４年６月１日。 

場所 第１委員会室。 

出席者 委員全員（炭谷委員欠席）、議長、事務局長。 

消防団及び総代会との意見交換会について取りまとめを行った。 

（９）第９回委員会。 

日時 令和４年６月９日。 

場所 第１委員会室。 

出席者 委員全員、議長、事務局長。 

閉会中の調査事項について、報告書の取りまとめを行った。  

３．委員会の意見。 

これまで令和３年６月３０日より９回の委員会を開催し、本町の防災対策

に係る調査として、各担当課からの説明や現地確認、消防団及び総代会との

意見交換を行ってきた。 

本町の防災対策についての課題としては、近年、線状降水帯の発生による

集中豪雨が頻発するようになり、水害やがけ崩れなどの災害が不安視されて

いる点が主であると思われる。 

この件に関する対策としては、災害危険箇所の定期的な点検・確認を行

い、災害警報の発令時に早期避難の呼びかけや情報提供、避難所の開設な

ど、災害が発生する前に迅速な対応ができるよう備えることが重要であると

思われる。 

要支援者の避難誘導や各地区公民館での避難所開設に関しては、マニュア

ルの作成を進めることや、事前に各担当課との指示系統の確認を行うなど、

日頃から協議を行って準備しておくことが必要である。 

また、ハザードマップについては、作成して終わりではなく、各地区の自

主防災組織と連携して説明会を行うなど、住民の災害に対する意識の向上に

努め、行政主導で啓もう活動に取り組めるよう検討されたい。 

消防団及び総代会との意見交換会で出てきた課題への委員会意見を下記に

記載し、最終報告とする。 

・消防団との意見交換会。 

①分団長会議などでは、円滑な意見交換を行い、消防団からの要望が把握

できるよう努められたい。 
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②意見交換の中で無線機に関する問題指摘が多く出された。現場で活動す

る団員からの意見を把握し、早急に検討を進められたい。  

③災害時に使用する個人や企業の車両については、補償の面や地元企業と

の協定制度などを積極的に検討されたい。 

・総代会との意見交換会。 

①避難所の開設・運営に関するマニュアル作成については、早急に対応さ

れるよう努められたい。 

②公民館の防災に関する補強・改修については、各地区の要望を把握し検

討されたい。 

③新しく線状降水帯予測が出されるようになった。これにより、早期の避

難誘導ができるよう対応されたい。 

④ハザードマップ説明会に関しては、行政主導で進められるよう検討され

たい。 

なお、別添資料１と別添資料２につきましては、添付して報告といたしま

す。後ほどお目通しをよろしくお願いします。以上で報告を終わります。 

議 長 これから、委員長の報告に対し、質疑を行います。ありませ

んか。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 質疑なしと認め、報告済みといたします。 

（１５：０３） 

 

日程第１３ 議会運営委員会調査中間報告 

 

議 長 次に、日程第１３「議会運営委員会調査中間報告」を議題と

いたします。本件について、議会運営委員会から中間報告の申出があって

おります。 

お諮りします。本件は、申し出のとおり報告を受けることに異議ありませ

んか。 
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「異議なし」の声あり 

 

議 長 質疑なしと認めます。したがって、議会運営委員会の中間報

告を受けることに決定をいたしました。 

それでは、議会運営委員会の発言を許しますので、議会運営委員長お願い

いたします。 

議会運営委員長  報告の前に、報告書の訂正をお願いをいたします。４ペー

ジの議員定数・報酬に関するアンケート調査結果報告「（案）」というのが

入っておりますけども、「（案）」を削除お願いいたします。  

それでは、議会運営委員会の中間報告を行います。お手元に配布されてお

ります報告書をご覧ください。なお、本報告書はまず中間報告があって、別

紙として議員定数・報酬に関するアンケート調査結果報告書と、参考資料と

して、令和３年６月議会以降の取組経過と、議会だより読者モニター設置経

過報告を載せております。それでは、順次読み上げ、報告をいたします。 

令和４年６月１７日、川棚町議会議長 村井達己 様、議会運営委員会委員

長 初手安幸。 

委員会調査中間報告書。 

本委員会に所管事務調査の事件について、川棚町議会会議規則（昭和６２

年議会規則第１号）第４７条第２項の規定により別紙のとおり報告をいたし

ます。 

議会運営委員会調査中間報告書。 

１．調査事件。 

（１）議会運営に関する事項。 

（２）議会会議規則、委員会に関する条例等に関する事項。  

（３）議長の諮問に関する事項。 

２．調査期日 令和３年７月１２日～令和４年６月９日 ※詳細は「参考

資料」を参照いただきます。 

３．審査場所 第１・２・３委員会室及び議場。 

４．出席者 委員全員、正副議長、事務局長。 

５．調査の経過及び概要。 

当委員会は、令和３年６月２１日付けで３項目の事件について閉会中の継
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続調査申出を提出し、必要に応じてそれぞれの項目について調査、研究を

行った。 

（１）議会運営委員会に関する概要。 

令和３年６月議会より定例会ごとに会期、議事日程、本会議の運営、一般

質問等について会議規則・議員必携などを参考に反省、検討を行うととも

に、川棚町議会基本条例（以下「基本条例」という。）に基づき、議会改

革・議会活性化に取り組み、全員協議会で報告、協議して、円滑な議会運営

と資質の向上に取り組んできた。 

主な内容。 

１）基本条例に関連する事項。 

①川棚町議会傍聴規則の見直し（全部改正）。 

・令和３年１２月議会より実施 

・主な改正点。 

手話通訳者・要約筆記者派遣制度の新設。 

現状に即した条文の表現。 

・基本条例第２条（議会の活動原則）第３号に関連すること。 

②一般質問における質問者の参考資料を傍聴者へ配布。  

・令和３年１２月議会より運用。 

・主な内容。 

参考資料はＡ４用紙２枚（両面）までとし、わかりやすい説明資料とす

る。 

基本条例第５条（町民と議会及び議員の関係）第１項に関連。  

③議会だより読者モニター制度の設置（議会だより編集特別委員会）。  

・令和３年１２月全員協議会で「議会だより読者モニター設置要綱」を決

定。 

・主な内容。 

令和４年６月１日委嘱状交付（６名）と第１回読者モニター会議の開催。 

・基本条例第５条（町民と議会及び議員の関係）第５項に関連。 

・基本条例第１０条（議会広報及び広聴の充実）第２項に関連。  

④総合計画を議決事件に指定。 

・令和３年６月議会で「川棚町議会の議決すべき事件を定める条例」を制
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定し、基本構想、基本計画を議決事件に指定。 

・主な内容。 

令和４年３月議会で「第６次川棚町総合計画基本構想及び基本計画の策

定」を可決。 

・基本条例第８条（議決事件の拡大）第１項に関連。 

⑤議員と語ろう会実施要綱の運用改正。 

令和４年４月より開催後の報告を明記した。 

・主な内容。 

議員と語ろう会を正式な公務として、開催後の定例会において、原則とし

て報告書を登壇して読み上げ報告とする。 

・基本条例第５条（町民と議会及び議員の関係）第１項に関連。 

⑥議員定数・報酬について。 

令和４年５月に全議員にアンケート調査を行い、全員協議会で協議。 

・主な内容。 

令和５年４月の選挙では、議員定数は改定せず、現状の１４名で実施す

る。議員報酬についても改定は行わない。この件につきましては、後ほど報

告もいたします。 

・基本条例第１５条議員定数に関連、基本条例第１６条議員報酬に関連。  

２）その他の議会改革・議会活性化に関する事項。 

①タブレットの活用について。 

・オンライン会議の実施に向けて対応 各委員会で試行。 

・ペーパーレス化に向けての取組 予算・決算の資料等も対象とする。 

②基本条例の逐条解説の確認。 

③基本条例に関する規則、要綱等の確認。 

④議員活動の手引きへの追加事項等の確認。 

（２）議会会議規則、委員会に関する条例等に関する事項。  

令和３年６月議会より令和４年６月議会までに取り組んだ事項。  

①令和３年６月議会で、基本条例を制定。 

②令和３年６月議会で、議決事件の拡大の条例（川棚町議会の議決すべき

事件を定める条例）を制定。 

③令和４年６月議会で、川棚町課室設置条例の改正（令和４年３月）によ
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り、川棚町議会委員会条例を改正。 

（３）議長の諮問に関する事項 なし。 

６．今後の検討事項。 

・新庁舎ロビー放映。 

・議会モニターの設置。 

・議会報告会のあり方。 

・情報発信のあり方。 

・会期中の所管事務調査のあり方。 

・政務調査費の研究。 

・オンライン会議及びペーパーレス化の推進。 

・通年議会の研究。 

・本会議へ関係職員のみの出席。 

７．委員会のまとめ 

令和３年６月議会に基本条例を制定し、その趣旨に基づいてできることか

ら具体化に取り組んできた。 

今後は今日までの取組の検証と未着手の制度、施策について調査・研究を

深めていくことが町民にとって身近な議会・開かれた議会につながるものと

いえる。 

今、コロナの終息が見えない状況にあり、町民との対話の機会が減少して

きた。 

議会、議員の活動に理解と関心を深めていただくために、積極的な情報提

供と意見交換の機会を持って、その声を行政（政策）に反映させることが求

められている。 

そのためにも、基本条例に基づき、本会議、委員会等の議論を深め円滑な

運営に向けて日々研さんを努めなければならない。以上が、中間報告の本文

であります。 

次に別紙として、議員定数・報酬に関するアンケート調査結果の報告をい

たします。４ページを開けてください。 

議員定数・議員報酬に関するアンケート調査結果報告。  

１．経過。 

令和３年６月議会での委員会報告で、今後の調査研究の具体例の一つとし
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て「議員定数・報酬」について、協議することの報告を行い、川棚町議会基

本条例「第１５条 議員定数」・「第１６条 議員報酬」に関連する事項とし

て、議会運営委員会において調査を行ってきた。 

令和４年４月２２日の全員協議会で全議員に対して、アンケート調査を行

うことを確認し、５月９日にアンケートを締め切り、５月１３日に議会運営

委員会で集約を行い、５月１８日の全員協議会において、自由討議の方式で

協議を行った。 

２．アンケート・全員協議会・議会運営委員会での主な意見（要約）。 

（１）議員定数について。 

１）現状維持（定数１４名） １２人。 

・議会の機能、権能を充実させ民意を行政（政策）に反映させるために

も、２常任委員会（専任）と委員会定数６人以上の体制が必要であり削減す

べきでない。 

・前回（平成２７年４月）の削減から大幅な人口減少ではなく現時点では

削減すべきでない。 

２）削減の意見 ２名。 

①定数１２名 １人。 

・人口が減少する中、定数も削減していくべき。５人の委員会でも運営で

きる。 

②定数９名まで可能 １人。 

・常任委員会は、１委員会制となり、本会議主義の議会運営となる。 

３）その他の意見。 

・改定には十分な議論と町民への説明、理解が必要であるので次期改定は

無理である。 

・人口が減少する中、１４名はいつまで維持できるか。  

・令和５年４月改選後の４年間で改定が必要か協議をしてはどうか。 

・積極的な活動と情報発信をして、住民に丁寧な説明をしなければ理解は

得られない。 

（２）議員報酬について。 

１）現状維持 １０名。 

・議員の詳細な活動内容の町民への周知が十分でないので、増額の理解は
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得られない。 

・住民への説明と意見交換をしながら検討すべき。 

・定数１０名程度になったときに検討すべき。 

２）引き上げ ４名。 

・若い世代が議員活動に専念できる報酬体系にする。例えば、生活給や町

職員の係長級の報酬にする。 

・５０歳以下の議員には１０から２０パーセントの増額か、６０歳までの

議員報酬を３５万円に引き上げる。 

３）その他の意見。 

・どこまで上げられるかがなければ議論は深まらない。  

・報酬を上げるには、町民に議会、議員活動を知ってもらう必要があるの

で、もっと積極的に活動をしていくことが必要。 

・歩合制も検討してよいのでは。 

・生活給とはいくらくらいか見えないと分かりにくい。基準がない。 

・若い議員を求めるのであれば、安定した生活ができる報酬が必要。  

・政務活動費について検討すべき。 

３．その他の意見・考え。 

議員定数・報酬に関する今後の対応について。 

（１）基本的な考え。 

・定数、報酬議論の基準については、①財政改革、②同規模自治体との比

較、③人口減少、④議会への不信任、⑤選挙要因（無投票、定数割れ）が考

えられる。 

・まず今ある議会を変えようとするときに、どんな議会にしたいか、目指

すかが重要ではないか。 

（２）民意の反映について。 

・議員だけの一方的な意見でいいのか。町民の意見考えを聞くべきではな

いか。何らかの形で町民の意見を吸い上げるべき。 

・町民が議会、議員に何を期待し、求めているかなど、アンケート調査を

実施し、その中に議員定数・報酬についても尋ねるべき。  

・住民へのアンケートは、広く議会に対するものを聞いて、その中の項目

に議員定数・報酬関係を尋ねるべき。 
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・民意を尋ねることは大事だが、来年（４月選挙）のことをこれから聞く

べきではなく、現在の議員で判断すべき 

・民意は次の４年間でアンケートでなく諮問委員会に諮ってはどうか。  

（３）町民への対応。 

・町民への対応として、議会、委員会、議員の活動を充実させ、議会の必

要性を町民に理解してもらう丁寧な説明が重要。 

（４）議員定数・報酬の改定時期について。 

・次回改選後、状況を見ながら判断してもらう。 

・前回（平成２７年４月）のように、２年かけて次の議会で議論をしても

らう。 

（５）なり手不足、若者・女性の参入について。 

・定数を大幅に削減して生活給くらいに報酬の増額が必要では。  

・若者や女性が議員になりやすい環境づくりを研究する。 

４．結論。 

全員協議会での協議の結果、来期（令和５年４月～令和９年４月）の議員

定数・報酬ともに改定せずに現行どおりとする。 

今後、基本条例（第１９条見直し手続き）と議会に関する状況の変化（議

員定数・報酬の基準など）に基づき改定が必要と判断されれば協議をする。 

主な理由。 

①議員アンケート結果では今回改定すべきとの結論には至らなかった。  

②今まで、町民から改定に関する直接請求（陳情等）はなかった。 

③重要な課題であり、住民に議会の現状の説明や意見を聴いて結論を出す

べき。以上が、議員定数・報酬に関する調査結果報告であります。  

なお、７ページには参考資料として、令和３年６月議会以降の町議会基本

条例と議会運営に関する取組の経過と、１１ページには議会だより編集特別

委員会によります議会だより読者モニター設置経過報告書を添付いたしてお

りますので、後ほどご一読をお願いをいたします。以上で、報告を終わりま

す。 

議 長 これから、委員長の報告に対し、質疑を行います。質疑はあ

りませんか。 
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「な  し」の声あり 

 

議 長 質疑なしと認め、中間報告を終わります。 

（１５：２３） 

 

日程第１４ 閉会中の継続調査の件 

 

議 長 次に、日程第１４「閉会中の継続調査の件」を議題といたし

ます。 

総務厚生委員長から、川棚町議会会議規則第７５条の規定により、お手元

に配布をいたしました申出書のとおり、閉会中の所管事務の継続調査申出が

あっております。 

お諮りします。委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすること

に異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、総務厚生委員会の閉会中

の継続調査につきましては、委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査

とすることに決定をいたしました。 

（１５：２４） 

 

日程第１５ 議員派遣の件 

 

議 長 次に、日程第１５「議員派遣の件」を議題といたします。 

お諮りします。本件は川棚町議会会議規則第１２７条の規定によって、お

手元に配布をしました別紙のとおり、議員派遣をしたいと思いますが異議あ

りませんか。 

 

「異議なし」の声あり 
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議 長 異議なしと認めます。したがって、「議員派遣の件」は、お

手元に配布をしました別紙のとおり派遣することに決定をいたしました。  

議 長 なお、ただいま議決しました「議員派遣の件」で、後日その

内容に変更があった場合は、議長に一任願いたいと思いますが異議ありませ

んか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、後日、その内容に変更が

あった場合は、議長に一任することに決定をいたしました。  

（１５：２５） 

議 長 ここで、お諮りをいたします。 

本定例会において議決されました案件につきまして、議決の結果生じまし

た条項、字句、数字その他、整理を要するものについては、川棚町議会会議

規則第４５条の規定により、その整理を議長に委任されたいと思いますが、

これに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、これら整理を要するもの

につきましては、議長に委任することに決定をいたしました。  

議 長 これをもちまして、本日の日程は全部終了をいたしました。

会議を閉じます。 

令和４年６月川棚町議会定例会を閉会いたします。ご起立願います。皆

様、大変お疲れ様でした。 

（１５：２６） 
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